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記者各位

 eq \o\ad(出光興産株式会社,　　　　　　　　　)

　このたび弊社（本社：東京都千代田区、社長：天坊昭彦）は、ポリオレフィン樹脂（ポリプロピレン、ポリエチレン）について下記の通り価格改定を実施することにしましたので、お知らせいたします。

記

１． eq \o\ad(対象商品,　　　　　)
　　　　ポリプロピレン（商品名：IDEMITSU　PP, 出光TPO）
　　　　　　　　　　　ポリエチレン（商品名：IDEMITSU　HD, IDEMITSU　LL、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MORETEC）

２．価格改定幅
　　　　ポリプロピレン　現行価格対比　＋１５円/kg

　　　　　　　　　　　ポリエチレン　　現行価格対比　＋１５円/kg

３． eq \o\ad(実施時期,　　　　　)
　　　　平成１６年１１月２２日出荷分から

４． eq \o\ad(理由,　　　　　)
ポリオレフィン樹脂の原料であるナフサの価格は、原油価格の急騰を受け引続き騰勢を続けています。弊社は、本年8月に第4四半期（10～12月）に33,000円/KL（国産ナフサ価格（以下同様））程度まで上昇することに加え、燃料・副資材等の加工コストの上昇を理由に、+10円/kg以上の価格是正のお願いをしました。

現在までに32,000～33,000円/KLレベルのナフサ価格に見合う樹脂価格までの価格改定は進みつつありますが、急騰を続けている足下のナフサ価格レベルには到達できておりません。

今後のナフサ価格の指標となる原油価格は、中国等の石油需要増大とOPEC生産余力の低下による需給のタイト化や、中東情勢の不安、ヘッジファンドの資金流入等により、WTIで50$/BL前後のレベルを継続するものと予想されます。さらに好調なアジア石化製品需要も加わり、ナフサ価格は今後も高値圏を維持するものと思われます。弊社は、足下のナフサ価格レベルから、本年12月から来年1～3月にかけて38,000円/KL程度になると推定しています。

今回の改定幅は、上記のようなナフサ価格急騰に見合う樹脂価格の実現に加え、前回同様燃料・副資材等の加工コストの上昇を考慮し、ポリプロピレン+15円/kg、ポリエチレン+15円/kgと決定いたしました。

弊社としましては、かかる状況下、一層のコストダウン・合理化に努力する所存ではありますが、かかる緊急事態とも言える原料コスト下においてお客様への安定供給を果たすべく、上記価格改定を実施することにいたしました。
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～　お問い合わせ先　～


　出光興産株式会社　総務部　広報課（加来）	　　TEL：03－3213－3115


　　石油化学事業部門


　　樹脂総括部　事業一課(PE担当)（河田･来間） TEL：03－3829－1396


　　樹脂総括部　事業二課(PP担当)（松島･角田） TEL：03－3829－0483


URL http://www.idemitsu.co.jp








